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Effect of Time and Timing of Intake of Kureha Pears on 
Postprandial Increase of Blood Sugar Level in Young Women  
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の 4 種類実施した（図 2）。なお、各試験には 1 週
間のウォッシュアウト期間を設けた。 
3．統計処理 
統計解析には、Bell Curve for Excel（Social 
Survey Research Information Co. , Ltd.）を用い、
結果は平均±標準偏差で示した。それぞれの値に










直前が 1％、15 時のおやつが 14％、夕食直前が
4％、夕食直後が 60％、夜食が 4％であった。 
2）梨を 1 回に食べる量 
男性は 4 分の 3 が 20％、半分が 60％、4 分の 1
が 20％、女性では丸々1 個が 13％、4 分の 3 が
4％、8 分の 5 が 6％、半分が 35％、8 分の 3 が




直前が 1％、15 時のおやつが 16％、夕食直前が
5％、夕食直後が 42％、夜食が 4％であった。 
4）りんごを 1 回に食べる量 
男性は半分が 40％、4 分の 1 が 40％、8 分の 1
が 20％、女性では丸々1 個が 12％、8 分の 7 が 
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1％、4 分の 3 が 2％、8 分の 5 が 4％、半分が
28％、8 分の 3 が 10％、4 分の 1 が 37％、8 分の
1 が 6％であった。 
2．被験者背景 
体格指数（BMI）20.5±1.7 ㎏/m2、空腹時血糖




68mg/dL であった。その後 70 分後まで下降し、
その後はさらに緩やかな挙動を示し、試験終了後
の 180 分には 92mg/dL であった。Exp2 の血糖値
のピークはカレーライス摂取 30 分後の
133mg/dL で、空腹時血糖値との差は 53mg/dl で
あった。ピーク値以降は 90 分後まではほぼ横ば
いであり、その後、徐々に下降していき、試験終
了後の 180 分には 103mg/dL であった。Exp3 の
血糖値のピークは開始カレーライス摂取 60 分後




















の 180 分には 116mg/dL であった。 
カレーライスを完食した直後に梨を摂取した
Exp1 および Exp3 は、カレーライスを完食した
90分後に梨を摂取したExp2およびExp4と比較
して食後 5～20 分にかけて有意に高値を示した。
その後、Exp1 は 30 分をピークとして 70 分まで
降下し、それ以降はさらに緩やかに試験終了後の
180 分まで低下していった。それに対して Exp3
は、60 分をピークとし、降下し、30 分から 150 分
まで有意な差が認められた。梨を 90 分に摂取し
た Exp2 および Exp4 ともに血糖値が再上昇し、
Exp1 と Exp2 は 110 から 150 分まで、Exp3 と
Exp4 は 100 から試験終了時の 180 分まで有意差 
重量 エネルギー 水分 たんぱく質 脂質 炭水化物
食品名 ｇ ｋｃａｌ g g g g
サトウのごはん　こだわりコシヒカリ小盛り 150 216 - 3.2 0.5 49.7
ボンカレーゴールド 中辛 180 148 - 4.3 5.8 18.7
日本なし　幸水 165 74 143.9 0.5 0.2 19.8




Exp 1、Exp 2 
Exp 3、Exp 4 
図2　OGTTのタイムライン
絶食 夕方、OGTT
8             9 12 18 21
絶食 朝方、 OGTT
20 　　　 21
表 1 試験食の重量、エネルギーおよび栄養素 
図 2 OGTT のタイムライン 
図 1 試験食摂取と血糖測定のタイミング  赤の矢印が血糖測定を示す 
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  図 3 果物についてのアンケート 
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が認められた。また、Exp2 およびまた、朝方に試
験を実施した Exp1 および Exp2 は夕方に実施し
た Exp3 および Exp4 と比べピークに達する時間
も遅く、さらに食後 50～130 分までは有意に高値
を示した。また、血糖値AUC においても 80 分以
降有意な差が認められた（図 5）。 
4．血糖値AUC（図 5） 




























を摂取した Exp1 および Exp3 は食後時間をおい






実施した Exp1 および Exp2 は、夕方に実施した
Exp3 および Exp3 を比べピーク値に至るまでに
時間は早かったもののその後の降下は緩やかであ
った。また、食後、時間をおいて梨を摂取したExp2
および Exp4 は夕方実施した Exp4 の方が Exp2
と比べ血糖が降下しづらく再上昇後は高い値が続
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